
第３回検討会の概要（前橋市において開催）①

○ご意見の概要

５Ｇの導入が進めば、以下の分野について大きな効果が期待できる。
① 交通（自動運転を実現し高齢者のモビリティを確保）
② 医療（救急車で搬送中の患者の容態や心電図の高精細映像を医師と共有し処置にかかる時間を大幅に短縮、ＣＴ画像等を病院間で共有し疾病

の早期発見）
③ テレワーク等（全国どこにいてもスムーズに会議に参加できれば、多様な意見を反映させることが可能）
④ 防災・減災（ドローンやウェアラブルカメラ等による災害の高精細映像をリアルタイムで広域的に共有し避難指示や対応が可能）

５Ｇの導入を進める際には、人手不足、地場産業の衰退、交通不便地域といった社会課題を抱える地方を優先し、
広域的な利活用のモデルを示した上で首都圏へフィードバックすべき。

マイナンバーカードの利活用の促進のため、前橋の先進事例の国による積極的周知・広報、保険証や診察券との
一元化の早期実現や特区制度の活用による前倒し実施、マイナンバーカード取得率向上のための国民の理解促
進施策を期待。

前橋の先進事例をパッケージにして、目指すべき街の姿を国民に見せていくことが重要であり、５Ｇの導入により、
現在実現しているICTを利活用したサービスの更なる高度化を図るという方向性を示すべき。首長のリーダーシップ
に加えて住民の積極的な参画を期待。

○出席者

岡座長、岩浪構成員、竹中構成員、田澤構成員、玉川構成員（代理）、林構成員、室井構成員（代理）、山本（龍）構成員 等

 5月18日、前橋市との共催で第3回会合を開催。前橋市から、山本市長のほか、消防局、商工会議所、
医師会、事業者等の関係者が出席し、前橋市におけるICTを利活用した地域課題解決についてプレゼ
ンテーションが行われ、意見交換。

 また、マイナンバーカードを利用したタクシーや、有線ドローンを用いた火の見櫓など、前橋市における
先進ＩＣＴ事例を視察。
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１ 車を持たずに安心して暮らせる交通基盤の実現

① マイタク（高齢者等移動困難者へのタクシー運賃補助制度）でのマイナンバーカード活用
・市内の全タクシー（約400台）で、マイナンバーカードでの利用が可能

② 路線バスの自動運転実証実験（動画）
・１１月から一般客が乗車し、料金を収受する形態で実験予定

２ 安全で安心なまちづくり

（１）救急分野の高度化
① マイナンバーカードを活用し、救急車内で患者の既往歴・投薬歴等の情報確認

② 患者が意識不明でも情報を確認し、適切な処置の実施と受入病院への情報発信。

（２）消防防災分野の高度化
① 有線ドローンによる現代版火の見やぐら
・有線ドローンが撮影した高所映像(HD画質)を、FWA（固定無線アクセス）で災害対策本部に伝送
・消防隊員のウェアラブルカメラの映像もWiFiで伝送・共有する実証実験

② 消防隊員のウェアラブルカメラ活用
・指揮隊員や高度救助隊員のヘルメットに装着した小型カメラで災害現場の活動状況の映像収集
・活動中の映像はリアルタイムで現場指揮本部の指揮者が確認
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（出典：群馬大学）

○視察の内容


